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令和８年７月21日 

 

一般社団法人 菊池観光協会 

代表理事 笠 愛一郎 

 

令和８年度一般社団法人菊池観光協会国内プロモーション事業  

業務委託仕様書 

 

１．業務名 

令和８年度一般社団法人菊池観光協会国内プロモーション事業 

 

２．委託上限金額 

3,000,000 円（消費税及び地方消費税を含む） 

委託金額には、本業務の履行に要する一切の費用を含むものとする。但し、仕様書に費用の負担に 

ついての記載がある場合はこの限りではない。 

 

３．事業の履行期間 

契約締結日の翌日から令和９年２月２８日まで 

 

４．業務目的 

  菊池観光協会は、菊池渓谷を菊池の観光コンテンツの主軸とし、豊かな水資源の恵みである温泉・農 

畜産物、更に由緒ある歴史文化を国内外へ発信し、選ばれる観光地へ発展させていくビジョンを策定し 

ている。観光客を迎える基盤を整え、観光消費額で潤う好循環を作り、「訪れる人」「住む人」「働く 

人」が満足する持続可能な観光地経営を目指す。そのため、国内においては下記２点のアプローチより 

プロモーションを行う。 

（１）令和 7 年度に策定した第 1 期国内プロモーション戦略に基づき、ターゲット・媒体戦略に即した広告 

宣伝のプロモーション並びに効果測定を行う。 

（２）国内外における中長期的な菊池の知名度向上を目的とし、「菊池ロケーションサービス」立ち上げの 

ための計画立案、運営スキームの確立、ホームページ制作、ロケ誘致を行う。 

尚、受託者には、本事業の遂行と伴走支援を求める。 

 

５．菊池観光協会 国内プロモーションターゲット・戦略 

（１）居住地 

・メインターゲット：福岡県・熊本県在住者 

・サブターゲット：東京都在住者 

（２）年齢層・性別・属性 

 ・25～54 歳 

・女性 
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・都市に住み働く忙しい人 

・自分のことにお金と時間を使える人 

（３）菊池渓谷オリジナルストーリー・コンセプト 

 ・菊池渓谷の更なるＰＲ（来訪動機向上） 

 ・「水」のストーリー  

 ・今までにない菊池渓谷の魅力のＰＲ（冬・ジオトレック） 

 

６．プロモーション指標 

 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 

菊池観光協会ホームページPV（回） 45,000 50,000 58,000 68,000 

菊池観光協会インスタグラム累計フォロワー（件） 5,400 7,200 9,200 11,500 

メディア取材回数（回） 15 20 30 40 

菊池観光協会体験プラン収入（千円） 600 1,000 2,000 3,500 

 ※当事業ではR8～10年度の指標を意識した項目７（2）国内プロモーション媒体別戦略策定とする。 

 

７．業務内容 

 菊池観光協会と緊密に連携し以下の業務内容の実施、次年度以降の自走に向けた伴走支援を行うこと。 

（１）令和7年度策定の戦略に基づき、プロモーションを実行する。 

① セカンドシティ観光 

② 菊池オリジナル観光ストーリー・コンセプトに基づくＰＲ 

 ・菊池渓谷の更なる魅力ＰＲ（来訪動機向上） 

 ・「水」のストーリーに基づくＰＲ 

 ・今までにない菊池渓谷の魅力のＰＲ（冬・ジオトレック） 

 ③菊池渓谷の冬の観光地化に向け、菊池観光協会・菊池市と協力し推進する。 

④ ターゲットに即した媒体別メディア戦略プロモーションの遂行。 

 ・媒体紙（ＣＲＥＡを想定） 

 ・ＷＥＢ（くふぅトリップを想定） 

 ・ＳＮＳ（インフルエンサー招聘含む 

 ※但し、掲載実費は菊池観光協会が負担する。 

⑤旅行会社への菊池プロモーション実施 

 

（２）中長期的な認知向上を目的とし「菊池ロケーションサービス」を立ち上げる。 

①  計画立案（事業マイルストン）作成 

②  運営スキームの確立 

③  ホームページ制作 

④  ロケ誘致を行う 

 

（３）プロモーション効果測定 

 人流データ・ＳＮＳ・ＷＥＢ等の分析、効果測定 
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（４）週１回の定例ミーティングの実施（月１回進捗管理表の提出含）（オンライン可） 

 

８．業務実施計画書等の提出 

受託者は、本業務の契約締結後、速やかに菊池観光協会と詳細な打ち合わせ協議を行うとともに、次の書類

を提出し、菊池観光協会の承諾を受けたうえで作業を進めるものとする。 

（１）業務実施計画書 

（２）着手届 

（３）工程表 

（４）進捗管理表 

（５）その他菊池観光協会が指示する書類 

 

９．工程管理  

受託者は、業務実施計画書に基づいて適正な工程管理を行ない、業務の進捗状況を随時、菊池観光協会に報

告しなければならない。定例ミーティングにおいて、月 1 回進捗状況管理表に基づき報告を行う。 

 

１０．事業報告 

 ① 事業中間報告 

  令和８年１１月菊池観光協会理事会において事業中間報告を行うこと。 

② 事業完了報告 

  令和９年２月に菊池観光協会理事会において事業完了報告を行うこと。 

 

１１．成果品 

成果品について、各２部（印刷物及び電子データ）を菊池観光協会へまとめて提出するものとする。 

（１）業務完了届  

（２）業務実績報告書 

（３）プロモーション広報物・成果物 

（４）プロのカメラマン撮影による写真データ（印刷物不要） 

（５）菊池ロケーションサービスホームページ（印刷物不要） 

（６）プロモーション効果測定結果 

（７）その他関係資料一式 

 

１２．損害賠償 

受託者は、本業務実施中に生じた諸事故や第三者に与えた損害について一切の責任を負い、菊池観光協会に

発生原因及び経過等を速やかに報告し、菊池観光協会の指示に従うものとする。 

 

１３．秘密の遵守 

受託者は、個人情報保護法及び菊池市個人情報保護条例を遵守し、菊池観光協会からの借用物及び本業務の

内容及び業務に係る資料を、菊池観光協会の許可なく他に公表及び貸与してはならない。 

また、本業務において、受託者の社員はもとより退職後といえども業務上知り得た情報を何人にも漏洩して
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はならない。 

 

１４．著作権の帰属等 

（１）業務に係る著作物の著作権（著作権法（昭和45年法律第48号）第27条及び第28条に規定する権利を

含む。）は、受託者が本業務の実施前から保有し、又は第三者から適法に利用許諾を受けている著

作物等を除き、委託者に帰属する。 

（２）受託者は、委託者に対し、前項の著作物が第三者の著作権その他の権利を侵害しないものであるこ

とを保証し、第三者との間で紛争が生じた場合は、受託者の責任と費用負担においてこれを解決

し、委託者に損害を与えたときはその損害を賠償するものとする。 

（３）受託者は、委託者及び委託者から利用許諾を受けた者に対し、本件著作物に係る著作者人格権（公

表権、氏名表示権、同一性保持権）を行使しないものとする。 

（４）受託者は、本業務の実施に必要となる取材先との調整、撮影及び掲載等に係る許可、出演者等の肖

像権使用に係る承諾その他成果物の利用に必要な権利処理及び許諾の取得を行うものとし、これら

に要する費用はすべて委託料に含むものとする。また、受託者は、本契約の終了後においても、委

託者が成果品を本契約の目的の範囲内で継続して利用できるよう、必要な権利処理及び許諾を取得

するものとする。 

 

１５．完了・検査 

受託者は、業務完了と同時に完了届、納品書類とともに成果品を納入し、菊池観光協会の検査を受ける

ものとし、加除・訂正等の指示を受けた場合は速やかにその指示に従い、再度、検査を受け合格により業

務を完了したものとする。なお、加除・訂正等に要する費用は、受託者の負担とする。 

 

１６.疑義等 

本仕様書に明示していない事項あるいは作業過程において疑義が生じた場合、菊池観光協会・受託者協

議の上、受託者は委託者の指示に従い業務を遂行しなければならない。 

 

１７.成果品の利用 

本業務により作成した成果品は、委託者が観光振興その他本業務の目的の範囲内において、ホームペー

ジ、SNS、印刷物、動画配信、展示、関係機関への提供その他必要な方法により利用、複製、公表、編集

その他必要な利用を行うことができる。 

 

１８．その他 

（１）受注者に対する暴力団等による不当介入の排除 

暴力団等又は暴力団等関係者から不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」という。）を受けたとき 

は、次に掲げる事項を遵守すること。なお、遵守していないことが判明した場合は、指名停止等の措置 

を行う。 

①不当介入を受けた場合は、毅然としてこれを拒否し、不当介入があった時点で速やかに警察に通報す

るとともに捜査上必要な協力を行うこと。 

②警察に通報等を行った内容について書面により速やかに発注者に報告すること。また、不当介入を受

けたことにより、工程に遅れが生じるおそれがある場合は、発注者と協議を行うこと。 


